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第
二
十
九 

  
 

和
洋
折
衷 

   
 
 
 
 

一 
  

文
化
が
伝
わ
り
根
付
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
そ
う
生
易
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
モ
ノ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
人
が
そ
の
モ
ノ

の
意
味
を
理
解
し
、
再
生
産
す
る
と
い
う
こ
と
は
違
う
次
元
の
話
で

あ
る
。 

 

例
え
ば
土
器
。 

 

側
面
に
こ
び
つ
い
て
い
た
煤
の
放
射
性
炭
素
測
定
で
〝
Ｂ
Ｃ
一
〇

〇
〇
年
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
年
〞
と
い
う
結
果
が
出
た
土
器
が

あ
っ
た
、
と
す
る
。
放
射
性
炭
素
測
定
と
い
う
の
は
、「
Ｃ
14
」
と

呼
ば
れ
る
炭
素
の
同
位
元
素
が
五
千
五
百
六
十
八
年
で
半
減
す
る
原

理
を
応
用
す
る
の
で
あ
る
。
炭
化
し
た
穀
物
、
木
片
、
煤
（
す
す
）

な
ど
に
適
用
し
て
、
年
代
を
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

実
際
、
二
〇
〇
三
年
の
十
二
月
、
西
日
本
各
地
の
縄
文
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期
お
よ
び
、
韓
国
南
部
の
無
文
土
器
時
代
の
遺
跡

で
発
掘
さ
れ
た
土
器
に
付
着
し
て
い
た
炭
化
物
六
十
九
点
、
炭
化
米

二
点
、
漆
二
点
、
建
物
柱
七
点
な
ど
計
八
十
点
以
上
に
対
し
て
、
そ

の
よ
う
な
総
合
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。 

 

調
査
に
当
っ
た
の
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
あ
る
。 

 

―
―
測
定
値
が
正
し
い
と
し
て
。 

 

と
い
う
の
は
、
保
存
施
設
が
不
十
分
だ
と
出
土
物
が
現
代
の
空
気

中
に
含
ま
れ
る
炭
素
を
吸
収
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
お
の
ず
か

ら
放
射
性
炭
素
測
定
の
結
果
に
重
大
な
誤
差
が
出
る
―
―
可
能
性
が

あ
る
。 

 

博
物
館
は
記
者
を
集
め
て
会
見
し
、 

 

「
北
部
九
州
の
弥
生
早
期
の
始
ま
り
は
、
前
一
〇
世
紀
、
弥
生
前

期
の
始
ま
り
は
前
九
世
紀
末
か
ら
前
八
世
紀
前
半
、
中
期
の
始
ま
り

は
前
四
世
紀
前
半
で
あ
る
。
四
国
の
弥
生
前
期
は
、
前
九
世
紀
末
か

ら
前
八
世
紀
前
半
以
降
で
、
北
部
九
州
よ
り
若
干
遅
れ
る
可
能
性
も

あ
る
」 

 

と
発
表
し
た
。 

 

同
博
物
館
は
日
本
古
代
史
学
に
一
時
代
を
築
い
た
井
上
光
貞
東
大

名
誉
教
授
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
権
威
あ
る
研
究
機
関
な
の
で
、
国
が

検
定
し
て
い
る
教
科
書
の
記
述
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
な
い

で
も
な
い
。 

 
た
だ
、
そ
の
発
表
に
は
異
論
が
存
在
す
る
。 

 
「
弥
生
」 

 

と
い
う
雅
や
か
な
名
を
持
つ
こ
の
時
代
は
、
土
器
の
形
状
と
文
様

を
指
標
に
し
て
編
年
が
形
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
社
会
を
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再
現
す
る
総
合
的
な
評
価
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
土
器
の
み
で
は
な

い
の
で
あ
る
。 

 
利
器
に
お
い
て
石
器
、
木
器
、
金
属
器
が
あ
り
、
埋
葬
方
式
に
支

石
墓
、
甕
棺
墓
、
土
壙
墓
が
あ
り
、
装
飾
品
に
貝
釧
、
勾
玉
、
ビ
ー

ズ
、
黄
金
な
ど
が
あ
る
。
食
生
活
に
お
い
て
は
水
田
耕
作
に
よ
る
コ

メ
ば
か
り
で
な
く
、
栗
の
栽
培
が
知
ら
れ
る
。 

つ 

ま
り
コ
メ
と
い
う
の
は
、
時
代
を
表
徴
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一

つ
に
過
ぎ
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
読
者
の
中
に
は 

 

「
教
科
書
で
習
っ
た
日
本
史
で
は
、
水
稲
耕
作
を
も
っ
て
弥
生
の

始
ま
り
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」 

 

と
反
論
す
る
向
き
も
あ
る
に
違
い
な
い
。 

 

し
か
ら
ば
、
炭
化
米
を
伴
出
し
た
最
も
古
い
生
活
遺
跡
が
青
森
県

に
存
在
し
、
縄
文
時
代
の
コ
メ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
で
あ
る
。
も
し
水
稲
の
出
現
を
条
件
と
す

れ
ば
、
青
森
県
は
紀
元
前
七
世
紀
に
弥
生
時
代
を
迎
え
て
い
た
こ
と

に
な
る
。 

 

本
書
が
主
と
す
る
目
的
は
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
同

博
物
館
は
結
論
を
急
ぎ
過
ぎ
た
。
コ
メ
の
栽
培
を
縄
文
時
代
に
さ
か

の
ぼ
ら
せ
る
か
、
従
来
の
「
縄
文
後
期
」
を
「
弥
生
早
期
」
に
変
更

す
る
か
と
い
う
論
議
が
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
こ
と
は
こ
れ
以
上
、
問
わ
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

筆
者
が
こ
こ
で
語
り
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
一
に
、
短
粒
米
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
）
の
発
祥
地
で
あ
る
中
国
江

南
地
方
と
の
地
理
的
関
係
を
考
え
れ
ば
、
有
明
海
沿
岸
の
一
角
に
水

稲
耕
作
の
技
術
を
持
つ
人
々
が
上
陸
し
、
村
落
を
形
成
し
て
い
た
と

す
る
同
博
物
館
の
発
表
は
、
ま
っ
た
く
無
理
が
な
い
。
と
い
う
よ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
記
者
会
見
を
開
い
て
「
発
見
」
を
報
告
す
る
ま
で
も
な
か

っ
た
。 

 

第
二
に
、
水
稲
耕
作
の
場
合
、
ま
ず
種
籾
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
け
で
な
く
、
田
を
作
る
場
所
の
選
定
、
水
の
引
き
方
、
畦
の
作
り

方
、
水
温
の
管
理
、
病
気
や
害
虫
の
駆
除
、
収
穫
の
仕
方
、
脱
穀
の

方
法
、
さ
ら
に
調
理
の
仕
方
な
ど
、
技
術
と
道
具
が
伝
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
に
―
―
こ
れ
が
最
も
重
要
な
の
だ
が
―
―
、
コ
メ
を
食
べ
る

と
い
う
習
慣
な
い
し
思
想
、
生
活
様
式
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 
青
森
県
に
も
紀
元
前
七
世
紀
に
コ
メ
が
存
在
し
た
が
、
畦
（
あ
ぜ
）

道
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
そ
こ
に
用
水
が
引
か
れ
た
水
田
が
津
軽
平

野
に
出
現
す
る
の
は
紀
元
前
後
で
あ
る
。
九
州
島
の
西
北
端
に
発
し

た
弥
生
の
文
化
が
本
州
島
の
北
端
ま
で
、
約
二
千
キ
ロ
の
距
離
を
行
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く
の
に
千
年
を
要
し
た
。
第
五
「
千
年
の
時
空
」
の
章
で
論
じ
た
こ

と
と
や
や
重
複
す
る
が
、
古
代
と
い
う
の
は
何
ご
と
に
つ
け
、
時
間

が
ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
た
。 

 

な
ぜ
か
。 

 

要
す
る
に
文
化
の
伝
播
と
は
、
人
の
移
住
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

集
落
の
拡
大
と
家
族
の
膨
張
で
、
分
割
・
分
家
が
起
こ
り
、
独
立
し

た
集
団
が
新
た
な
土
地
に
水
稲
を
営
ん
だ
。
つ
ま
り
は
「
世
代
」
と

い
う
も
の
が
、
伝
播
に
要
す
る
時
間
軸
の
単
位
だ
っ
た
。 

 

初
期
に
お
い
て
、
金
属
器
や
装
飾
品
な
ど
は
、
大
陸
や
半
島
か
ら

「
完
成
品
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
緩
や
か
で
少

数
の
人
の
移
動
に
よ
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
程
度
組
織
的
な

集
団
の
移
動
で
あ
っ
た
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
一
定
の
解
釈
を

与
え
る
の
は
弥
生
式
埋
葬
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
人
骨
で
あ
る
。 

 

そ
の
詳
細
な
計
測
結
果
に
よ
れ
ば
、
答
え
は
後
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

 

黄
金
の
冠
を
か
ぶ
り
、
青
銅
の
剣
や
矛
を
備
え
た
集
団
が
上
陸
し
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
た
人
々
を
駆
逐
し
、
独
自
の
集
落
を
作
る
よ
う
な

こ
と
―
―
騎
馬
民
族
征
服
王
朝
説
―
―
は
、
い
ま
だ
に
有
効
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
う
ち
銅
や
鉄
の
原
材
料
を
仕
入
れ
、
列
島
の

中
で
鋳
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
「
模
造
」
で
あ
り
、
次
に

「
模
倣
」
が
始
ま
り
、
技
術
の
習
得
と
と
も
に
独
自
の
技
術
で
製
造

が
始
ま
る
。 

 

先
進
の
文
物
が
請
来
さ
れ
た
と
き
、
必
ず
旧
の
文
化
と
の
間
で
摩

擦
が
生
じ
、
戦
闘
が
起
こ
る
。
仏
教
が
伝
わ
っ
て
こ
の
列
島
に
宗
教

改
革
が
起
こ
っ
た
と
き
、
旧
勢
力
を
代
表
し
て
い
た
葛
木
、
巨
勢
、

物
部
と
い
っ
た
氏
族
が
滅
び
、
蘇
我
、
中
臣
、
大
伴
と
い
っ
た
士
族

が
興
隆
し
た
。
幕
末
維
新
の
混
乱
と
い
う
の
は
、
別
の
見
方
を
す
れ

ば
そ
の
一
つ
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。 

 

明
治
初
期
に
起
こ
っ
た
士
族
の
反
乱
と
さ
れ
る
神
風
連
の
乱
（
一

八
七
六
年
十
月
二
十
四
日
）、
秋
月
の
乱
（
同
二
十
七
日
）、
萩
の
乱

（
同
二
十
八
日
）、
西
南
の
役
（
一
八
七
八
年
二
月
〜
九
月
）
な
ど

は
、
幕
末
維
新
の
動
乱
に
幕
を
下
ろ
し
た
戦
い
で
あ
っ
た
。 

 

明
治
政
府
が
最
初
に
取
っ
た
の
は
「
模
造
」
で
あ
る
。
本
質
は
丁

髷
と
二
本
差
し
の
時
代
と
変
わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
外
見
だ
け
は

「
西
洋
」
に
し
よ
う
と
彼
ら
は
考
え
、
頭
を
散
切
り
に
し
、
行
灯
の

代
わ
り
に
ラ
ン
プ
を
灯
し
、
羽
織
・
袴
を
洋
装
に
改
め
、「
西
洋
」

の
銃
や
時
計
や
茶
器
を
用
い
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
田
中
久
重
が
蒸

気
機
関
を
作
り
、
川
口
市
太
郎
が
三
輪
自
転
車
を
作
り
、
そ
の
行
き

着
い
た
と
こ
ろ
に
「
鹿
鳴
館
」
が
あ
っ
た
。 

 
次
い
で
模
倣
が
始
ま
っ
た
。 

 
模
倣
と
は
、
形
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
の
一
部
も
そ
れ
に
近
似
し

て
初
め
て
成
立
す
る
行
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
模
倣
に
は
思
想
が
必
要

で
あ
っ
た
。
中
村
正
直
や
福
沢
諭
吉
は
そ
の
役
割
を
担
っ
た
。
実
を

い
え
ば
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
は
「
和
洋
混
交
」
の
時
代
か
ら
脱
し
、
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い
わ
ゆ
る
「
和
洋
折
衷
」
の
時
代
に
移
行
し
て
い
く
。
西
暦
で
い
え

ば
一
九
〇
〇
年
が
一
つ
の
境
目
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

「
明
治
二
十
一
年
一
月
卅
日
印
刷
、
二
月
一
日
発
行
」 

 

の
年
紀
を
持
つ
「
東
京
名
勝
吾
妻
橋
鉄
橋
之
真
図
」
と
題
し
た
錦

絵
が
あ
る
。
発
行
者
は
「
日
本
橋
区
馬
喰
町
二
丁
目
十
四
番
地
、
綱

島
亀
吉
」
と
あ
っ
て
、
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
隅
田
川
に
か
か
っ
た
国

内
初
の
洋
風
鉄
橋
「
あ
づ
ま
ば
し
」
を
行
き
交
う
人
々
の
姿
を
描
い

て
い
る
。 

 

向
こ
う
岸
に
「
吉
原
」、「
富
士
縦
覧
所
」、「
金
龍
山
」
の
文
字
が

見
え
る
。
金
龍
山
と
い
う
の
は
浅
草
寺
の
こ
と
。 

 

橋
の
下
に
は
俵
を
山
積
み
に
し
た
船
が
行
き
、
橋
の
両
脇
に
ガ
ス

灯
が
立
っ
て
い
る
。
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
御
者
が
鞭
を
振
る
う
二
頭
立

て
の
馬
車
や
洋
傘
を
差
し
た
丸
髷
の
婦
人
を
乗
せ
た
人
力
車
が
走
り
、

か
と
思
え
ば
頭
か
ら
爪
先
ま
で
、
鹿
鳴
館
風
の
洋
装
の
母
娘
連
れ
が

い
る
。 

 

そ
の
近
く
に
立
ち
止
ま
っ
て
話
を
し
て
い
る
二
人
の
男
性
を
見
れ

ば
、
菅
笠
を
か
ぶ
り
、
丁
髷
に
脚
半
と
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
東
海
道

中
膝
栗
毛
に
出
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
や
や
向
こ
う
に
目
を

転
じ
れ
ば
、
羽
織
袴
に
山
高
帽
、
警
官
の
そ
ば
に
立
つ
少
女
は
洋
風

の
帽
子
に
振
袖
、
足
元
は
革
靴
と
お
ぼ
し
い
。 

 

絵
そ
の
も
の
が
和
洋
混
交
、
和
洋
折
衷
の
中
間
点
に
あ
る
。 

 

こ
れ
が
あ
と
十
年
も
す
る
と
、
丁
髷
の
男
性
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し
、

都
市
部
で
男
性
会
社
員
が
外
出
す
る
際
は
背
広
、
カ
ン
カ
ン
帽
に
革

靴
、
商
家
の
奉
公
人
は
和
服
、
鳥
打
帽
に
雪
駄
か
下
駄
と
い
う
姿
が

一
般
的
に
な
る
。 

 

農
村
部
や
地
方
都
市
で
名
士
は
羽
織
に
山
高
帽
と
い
う
の
が
、
公

式
の
場
に
出
席
す
る
際
の
服
装
だ
っ
た
。
た
だ
し
女
性
は
、
都
市
部

で
も
農
村
部
で
も
相
変
わ
ら
ず
丸
髷
、
島
田
に
和
服
と
い
う
姿
が
一

般
的
だ
っ
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
一
九
六
六
年
四
月
か
ら
一
年
間
、〝
朝
の
テ
レ
ビ
小
説
〞

と
銘
打
っ
て
土
曜
と
日
曜
を
除
く
毎
朝
、
十
五
分
間
放
送
し
た
『
お

は
な
は
ん
』
は
、
そ
う
い
う
時
代
を
生
き
抜
い
た
女
性
の
半
生
記
を

描
い
て
い
る
。 

 

樫
山
文
枝
演
ず
る
と
こ
ろ
の
〝
お
は
な
は
ん
〞
は
、
矢
絣
の
和
服

に
袴
の
姿
で
自
転
車
に
乗
る
。
ち
ょ
っ
と
は
ね
っ
返
り
な
ハ
イ
カ
ラ

さ
ん
と
い
う
の
は
、
夏
目
漱
石
が
『
坊
ち
ゃ
ん
』
で
描
く
と
こ
ろ
の

〝
マ
ド
ン
ナ
〞
も
、
そ
の
一
人
と
い
っ
て
い
い
。 

 
こ
の
こ
ろ
の
世
相
を
揶
揄
し
た
風
刺
画
「
日
本
人
の
二
重
生
活
」

が
面
白
い
。 

 

描
い
た
の
は
北
沢
楽
天
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。 

 

「
日
本
人
の
二
重
生
活
」
が
揶
揄
す
る
の
は
、 
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・
結
婚
式
で
新
郎
は
モ
ー
ニ
ン
グ
、
新
婦
は
文
金
高
島
田
。
神
前
で 

 
式
を
あ
げ
披
露
宴
は
ホ
テ
ル
で
洋
食
。 

・
小
学
校
で
は
ロ
ー
マ
字
を
教
え
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
難
し
い
仮 

 

名
遣
い
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

・
来
客
を
畳
の
間
に
置
い
た
椅
子
に
据
わ
ら
せ
内
儀
が
畳
に
三
つ
指 
 

を
付
い
て
迎
え
る
。 

・
女
学
生
は
矢
絣
の
和
服
の
上
に
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、
髪
を
丸
髷
風 

 

に
結
い
上
げ
て
足
元
は
ブ
ー
ツ
。 

・
宴
会
は
背
広
姿
で
座
布
団
に
座
り
、
前
に
置
か
れ
た
膳
で
食
す
る
。 

  

等
々
で
あ
る
。 

 

外
出
の
と
き
は
洋
服
だ
が
、
帰
宅
す
る
と
和
服
に
着
替
え
る
と
い

う
の
が
、
こ
の
時
代
の
勤
め
人
の
一
般
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。 

和
洋
折
衷
が
日
常
の
生
活
に
浸
透
し
た
の
は
大
正
に
入
っ
て
―
―
西

暦
一
九
一
〇
年
代
以
後
―
―
で
あ
る
。
東
京
や
大
阪
の
急
速
な
都
市

化
が
、
新
し
い
文
化
の
か
た
ち
を
生
み
出
し
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

一
九
一
四
年
、
東
京
の
銀
座
に
三
越
百
貨
店
の
新
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
そ
の
ビ
ル
の
模
型
を
手
に
し
た
赤
坂
の
芸
妓
・
万
龍
を
描
い

た
ポ
ス
タ
ー
が 

 

「
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三
越
」 

 

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
生
み
出
し
た
。 

 

や
や
の
ち
の
統
計
だ
が
、
銀
座
の
町
を
歩
く
女
性
の
服
装
、
髪
形

な
ど
を
調
べ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
青
森
県
生
ま
れ
の
建
築
学
者
、

風
俗
研
究
家
で
あ
る
今
和
次
郎
が
一
九
二
五
年
に
行
っ
た
も
の
で
、

東
京
美
術
学
校
を
出
た
建
築
の
専
門
家
で
あ
り
な
が
ら
、
新
渡
部
稲

造
、
柳
田
國
男
と
交
友
し
、
各
地
の
風
俗
を
見
て
歩
く
の
が
趣
味
だ

っ
た
こ
の
人
物
ら
し
い
足
跡
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
も
彼
は
各
地
の
風
俗
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
農
村
の
家
屋

の
造
り
や
小
川
の
配
置
か
ら
農
業
社
会
を
考
え
、
女
性
の
装
い
か
ら

都
市
の
構
造
を
思
考
し
た
。
つ
ま
り
社
会
学
者
、
民
俗
学
者
、
考
現

学
者
で
も
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
和
服
姿
は
男
性
が
三
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

女
性
は
わ
ず
か
に
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
往
来
す
る
女
性
八

百
十
六
人
の
う
ち
、
髪
型
が
洋
風
だ
っ
た
の
は
三
百
四
十
四
人
で
四

二
・
一
％
だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
丸
髷
や
島
田
、
銀
杏
透
し
、

束
髪
な
ど
和
風
の
髪
型
に
洋
装
と
い
う
女
性
が
半
数
以
上
だ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ま
た
、
和
洋
折
衷
で

あ
っ
た
。 

 
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
の
秋
、
東
京
で
平
和
記
念
東
京
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
建
築
学
会
の
手
で
初
め
て
モ
デ
ル
住

宅
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た
。
こ
ん
に
ち
の
住
宅
展
示
場
の
原
型
を

な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
庶
民
に
と
っ
て
縁
遠
い
存
在
だ
っ
た
洋
風
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
と
こ
ろ
に
近
づ
い
た
。 
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建
坪
は
二
十
坪
以
下
、
坪
単
価
は
二
百
円
以
内
、
居
間
・
客
間
・

食
堂
は
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
、
台
所
に
は
シ
ス
テ
ム
・
キ
ッ
チ
ン
と
い

う
の
が
耳
目
を
集
め
た
。 

 

同
じ
年
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
山
本
忠
興
は
、
東
京
・
目
白
に
七

百
坪
の
土
地
を
買
い
求
め
、
水
道
以
外
す
べ
て
を
電
気
で
ま
か
な
う

実
験
的
な
住
宅
「
電
気
の
家
」
を
建
設
し
た
。
設
計
は
従
兄
弟
で
住

宅
設
計
家
の
先
駆
を
な
し
た
山
本
拙
郎
で
あ
っ
た
。 

 

玄
関
の
ド
ア
も
電
気
で
開
閉
し
、
湯
沸
か
し
器
、
フ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

マ
ー
、
電
気
掃
除
機
、
パ
ー
コ
レ
ー
タ
ー
、
ト
ー
ス
タ
ー
、
電
気
ア

イ
ロ
ン
、
電
気
ミ
シ
ン
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
、
電
気
洗
濯
機
、
扇
風
機
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス

社
か
ら
輸
入
し
た
家
電
製
品
が
揃
え
ら
れ
た
。 

 

電
気
オ
ー
ブ
ン
だ
け
で
六
百
五
十
円
も
し
た
。
電
化
製
品
の
合
計

額
は
庶
民
の
家
が
一
軒
や
二
軒
は
建
つ
金
額
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。 

 

外
見
は
洋
館
で
あ
り
、
中
に
入
っ
て
も
床
は
板
張
り
、
椅
子
と
テ

ー
ブ
ル
の
生
活
と
い
う
の
が
前
提
だ
っ
た
が
、
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
電
気
座
布
団
が
用
意
さ
れ
、
台
所
に
は
竈
（
か
ま
ど
）
が
設

置
さ
れ
、
部
屋
に
は
畳
が
詰
め
敷
か
れ
た
と
い
う
の
が
、
い
か
に
も

和
洋
折
衷
で
あ
る
。 
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

歴
博
：
千
葉
県
佐
倉
市
城
内
町
一
一
七
。
大
学
共

同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
の
一
組
織
と
し
て
一
九
八
三
年
に
設

立
さ
れ
た
。
同
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
事
業
は
①
研
究
②
情

報
提
供
③
一
般
公
衆
に
対
す
る
教
育
④
資
料
の
収
集
・
制
作
・
保
管
⑤
大
学

院
教
育
等
へ
の
協
力
⑥
国
際
交
流
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
う
ち
研
究
活
動
で
は
「
日
本
の
歴
史
及
び
文
化
を
実
証
的
に
解
明
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
、
歴
史
・
考
古
・
民
俗
資
料
を
系
統
的
に
収
集
・
整
備

し
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
歴
史
・
考
古
・
民
俗
及
び
情
報
資
料
の
各

研
究
系
が
相
互
に
連
携
，
協
力
し
つ
つ
、
関
係
分
野
の
研
究
を
推
進
す
る
と

共
に
、
全
国
の
大
学
等
の
研
究
者
の
参
画
を
得
て
、
専
門
を
異
に
す
る
複
数

の
研
究
者
が
共
通
研
究
課
題
の
も
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
、
共
同

研
究
を
行
い
ま
す
」
と
あ
る
。 

弥
生
時
代
の
年
代
に
関
す
る
発
表 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二
〇
〇
三
年
十

二
月
発
表
資
料
「
弥
生
時
代
の
実
年
代
」（「
二
〇
〇
三
年
度
の
炭
素14

年
代

の
調
査
」
藤
尾
慎
一
郎
、「
弥
生
時
代
の
実
年
代
」
春
成
秀
爾
、「
青
銅
器
か

ら
み
た
弥
生
時
代
の
実
年
代
」
宮
本
一
夫
、「
世
界
の
Ａ
Ｍ
Ｓ
研
究
の
現
状
と

課
題
」
今
村
峯
雄
）。 

井
上
光
貞 

い
の
う
え
・
み
つ
さ
だ
／
１
９
１
７
〜
１
９
８
３
。
東
京
都
に

生
ま
れ
四
二
年
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科
を
出
た
。
坂
本
太
郎
、
和
辻
哲
郎

に
師
事
し
六
一
年
東
大
助
教
授
、
六
七
年
教
授
。
七
九
年
退
官
し
文
化
庁
を

経
て
八
一
年
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
長
と
な
っ
た
。
津
田
左
右
吉
の
文
献

批
判
を
継
承
し
実
証
主
義
的
考
察
を
も
っ
て
日
本
古
代
史
論
を
展
開
し
た
。 

弥
生
の
編
年 

「
弥
生
」
の
名
は
一
八
八
四
年
に
東
京
・
弥
生
町
（
現
東
京

大
学
構
内
）
か
ら
有
坂
鉊
蔵
が
文
様
が
簡
素
で
ふ
っ
く
ら
し
た
形
状
の
壷
を

発
掘
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
文
様
が
山
形
紋
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初

は
「
忠
臣
蔵
」
の
異
称
が
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
濱
田
耕
作
が
初
め
て
「
土

器
編
年
」
の
考
え
方
を
提
唱
し
、
こ
れ
を
受
け
て
三
三
年
に
森
本
六
爾
が
刊

行
し
た
『
日
本
原
始
農
業
』
で
総
合
的
な
編
年
の
基
盤
が
固
ま
っ
た
。 

有
坂
鉊
蔵 

あ
り
さ
か
・
し
ょ
う
ぞ
う
／
１
８
６
８
〜
１
９
４
１
。
一
八
八

七
年
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
に
入
り
海
軍
技
術
学
生
（
造
兵
学
科

一
期
生
）
と
な
り
一
八
九
〇
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
。
海
軍
工
廠
で
技
術

畑
を
歩
み
、
一
九
三
五
年
海
軍
造
兵
中
将
で
退
役
し
た
。
考
古
学
に
関
心
が

あ
り
、
一
八
八
四
年
三
月
、
東
京
・
本
郷
の
向
ヶ
丘
弥
生
町
で
発
見
し
た
素

焼
き
の
壷
が
、
の
ち
に
「
弥
生
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

水
稲
耕
作 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
も
前
記
発
表
に
際
し
て
当
然
反
論
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、「
当
博
物
館
研
究
チ
ー
ム
は
水
稲
耕
作
の
開
始
を
も
っ
て
弥

生
時
代
の
始
ま
り
と
考
え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

生
活
遺
跡 

住
居
や
集
落
な
ど
人
々
の
生
活
の
痕
跡
を
残
す
遺
跡
。
毎
日
の

暮
ら
し
に
使
っ
た
土
器
や
竈
跡
、
貯
蔵
食
料
な
ど
が
出
土
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
居
住
空
間
の
広
さ
か
ら
家
族
構
成
員
数
、
住
居
の
位
置
か
ら
集
落
に
お

け
る
地
位
や
機
能
、
共
同
作
業
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
遺
跡
に
は
埋
葬
地
、
祭
祀
場
、
工
房
、
農
地
な
ど
が
あ
る
。 

縄
文
時
代
の
米 

縄
文
時
代
に
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し

て
、
縄
文
式
土
器
に
つ
く
籾
痕
が
あ
る
。
ま
た
い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
炭
化

し
た
米
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
時
代
に
属
す
る
の
は
青
森
県
八
戸

市
の
風
張
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
七
粒
の
炭
化
米
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
に
よ

る
年
代
測
定
の
結
果
、
紀
元
前
八
百
年
前
後
と
い
う
数
値
が
出
た
。
農
具
や

栽
培
跡
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
こ
と
、
の

ち
の
時
代
の
遺
物
が
混
入
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
重
要
文
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化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

津
軽
平
野
の
水
田
遺
跡 

バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
際
し
て
、
一
九
八
一
・
二
年

の
両
年
に
わ
た
っ
て
青
森
県
津
軽
地
方
の
田
舎
舘
村
垂
柳
で
総
面
積
三
九
六

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
計
六
百
五
十
六
枚
の
弥
生
時
代
の
水
田
跡
が
発
掘
さ
れ

た
（
垂
柳
遺
跡
）。
水
田
は
さ
ら
に
広
域
に
広
が
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
現

在
は
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八
七
年
に
は
弘
前
市
砂
沢

で
垂
柳
よ
り
三
百
年
以
上
古
い
時
代
に
属
す
る
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
、
紀
元

前
後
ご
ろ
に
こ
の
地
で
広
く
水
稲
耕
作
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
定
し
た
。

ま
た
北
緯
四
〇
度
以
北
の
寒
冷
地
に
耐
え
う
る
品
種
改
良
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
類
推
さ
れ
て
い
る
。 

遺
跡
出
土
人
骨
の
測
定 

金
関
丈
夫
『
弥
生
時
代
人
』（『
日
本
の
考
古
学
』

第
三
巻
〔
弥
生
時
代
〕
収
録
・
一
九
六
六
・
河
出
書
房
新
社
）。 

鹿
鳴
館 

一
八
八
三
年
、
東
京
の
糀
町
区
内
幸
山
下
町
に
総
工
費
十
八
万
円

で
建
設
さ
れ
た
（「
糀
町
」
は
の
ち
「
麹
町
」
と
表
記
。
内
幸
山
下
町
は
元
薩

摩
藩
装
束
屋
敷
だ
っ
た
）。
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
・
建
坪
四
百
十
坪
、
イ
タ

リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
に
イ
ギ
リ
ス
風
を
融
合
し
た
洋
館
だ
っ
た
。
設
計

し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
人
建
築
家
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（Josiah 

Conder

／
１
８
５
２
〜
１
９
２
０
）
で
、
鹿
鳴
館
の
ほ
か
東
京
国
立
博
物
館

（
旧
帝
国
博
物
館
）、ニ
コ
ラ
イ
堂
、岩
崎
弥
太
郎
邸
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。 

朝
の
テ
レ
ビ
小
説
『
お
は
な
は
ん
』 

劇
中
、
主
人
公
の
名
は
「
浅
尾
は
な
」

だ
っ
た
。
モ
デ
ル
は
林
は
な
（
原
作
者
・
林
謙
一
の
母
）
と
さ
れ
る
。 

マ
ド
ン
ナ 

小
説
『
坊
ち
ゃ
ん
』
中
で
は
、「
遠
山
」
と
い
う
苗
字
だ
け
で
名

前
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
松
山
在
住
の
軍
人
の
家
の
娘
「
遠
田
ス
テ
」
が
モ

デ
ル
と
さ
れ
る
。 

北
沢
楽
天 

き
た
ざ
わ
・
ら
く
て
ん
／
１
８
７
６
〜
１
９
５
５
。
本
名
「
保

次
」。
埼
玉
県
に
生
ま
れ
、
福
沢
諭
吉
が
主
宰
し
た
時
事
新
報
に
風
刺
漫
画
を

掲
載
し
た
。
一
枚
の
絵
で
「
お
か
し
み
」
を
表
現
し
、
社
会
的
な
意
味
を
持

た
せ
た
功
績
は
大
き
い
。 

今
和
次
郎 

こ
ん
・
わ
じ
ろ
う
／
１
８
８
８
〜
１
９
７
３
。
青
森
県
弘
前
市

に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
教
授
、
日
本
建
築
士
会
会
長
、
日
本

ユ
ニ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
会
長
な
ど
を
務
め
た
。
関
東
大
震
災
後
の
都
市
住
宅

や
服
装
に
つ
い
て
幅
広
い
調
査
研
究
を
行
っ
た
。 

新
渡
戸
稲
造 

に
と
べ
・
い
な
ぞ
う
／
１
８
６
２
〜
１
９
３
３
。
盛
岡
藩
奥

御
勘
定
奉
行
の
家
に
生
ま
れ
た
。
初
名
は
「
稲
之
助
」
と
言
っ
た
。
一
八
七

一
年
叔
父
・
太
田
時
敏
（
１
８
３
９
〜
１
９
１
５
）
の
養
子
と
な
っ
て
東
京

に
出
た
と
き
、
名
を
「
稲
造
」
に
改
め
た
。
一
八
八
四
年
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ズ
大
学
に
留
学
市
、
帰
国
後
は
札
幌
農
学
校
、
京
都
帝
国
大
学
法
科

大
学
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
、
拓
殖
大
学
、
東
京
女
子
大
学
な
ど
の
教

授
を
歴
任
し
た
。 

柳
田
國
男 

や
な
ぎ
だ
・
く
に
お
／
１
８
７
５
〜
１
９
６
２
。
兵
庫
県
で
生

ま
れ
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
を
出
て
農
商
務
省
に
入
っ
た
。
東
北

の
農
村
を
調
査
研
究
す
る
な
か
で
民
俗
学
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、『
遠

野
物
語
』
を
著
し
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
普
及
に
努
め
た
ほ
か
、
一
九
四
六

年
日
本
国
憲
法
審
議
に
参
加
し
た
。 

平
和
記
念
東
京
博
覧
会 

東
京
府
の
主
催
で
一
九
二
二
年
三
月
十
日
か
ら
七

月
三
十
一
日
ま
で
、
上
野
公
園
で
行
わ
れ
た
。
来
場
者
は
一
千
百
万
人
と
さ

れ
る
。
モ
デ
ル
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
の
は
「
文
化
村
」
コ
ー
ナ
ー
で
、
こ
れ

が
「
文
化
住
宅
」
の
由
来
と
な
っ
た
。 

山
本
忠
興 

や
ま
も
と
・
た
だ
お
き
／
１
８
８
１
〜
１
９
５
１
。
高
知
県
に

生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
東
京
芝
浦
電
気
に
入
り
、
の
ち
早
稲

大
学
に
移
っ
て
電
気
工
学
部
の
創
設
に
尽
力
し
た
。
電
気
学
会
会
長
、
照
明

学
会
会
長
を
歴
任
し
、
学
生
陸
連
会
長
も
兼
任
し
た
。
こ
れ
が
縁
で
第
九
回
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
選
手
団
総
監
督
も
務
め
た
。 

山
本
拙
郎 

や
ま
も
と
・
せ
つ
ろ
う
／
１
８
９
０
〜
１
９
４
４
。
住
宅
設
計

施
工
会
社
「
あ
め
り
か
屋
」
設
計
部
の
技
師
長
を
経
て
、
創
業
者
・
橋
口
信

助
の
死
後
、
経
営
を
担
っ
た
。 
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